
［平成２３年６月４日改正後］ 

                  - 1 - 

                        みやぎ街道交流会 規約 

（名 称） 

第１条 本会は、みやぎ街道交流会（以下「街道交流会」という）と称する。 

（目 的） 

第２条 街道交流会は、宮城県の豊かな自然、歴史及び文化並びに風土などの

地域資源を掘り起こし、これを守り・育て、地域資源の持続可能な活用

を図りながら、次世代に継承するとともに、これらの資源を街道や舟運

で結ぶことにより交流と連携を促進し、心豊かで誇りある宮城を目ざし

た地域づくりに貢献することを目的とする。 

（事 業） 

第３条 街道交流会は、前条の目的を達成するため、次の活動を行う。 

（１）各地域および各団体との交流・連携促進の実践と支援に関する事項 

（２）街道ならびに地域資源の保存・継承に関する実践と支援に関する事

項 

（３）街道交流会の活動や街道に係わる情報発信に関する事項 

（４）各地域および各団体の活動の支援に関する事項 

（５）街道交流会の目的に関する政策の提言に関する事項 

（６）その他必要な事項 

（会 員） 

第４条 街道交流会の会員は、正会員、賛助会員、その他会員で構成する。 

（１）正会員は、街道交流会の目的に賛同して入会した個人および団体を

もって構成する。 

（２）賛助会員は、街道交流会の目的に賛同し、街道交流会の活動を支援す

る個人および団体をもって構成する。     

（３）その他会員は、別に会長が定めるその他種別の会員とする。 

（入会及び会費） 

第５条 街道交流会の会員として入会しようとする者は、別に定める方法によ

り入会申込みを行うものとし、役員会の承認を得なければならない。 

２ 会員は、別に会長が定める会費を納入しなければならない。 
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（会員資格の喪失） 

第６条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。  

（１）退会届け等により通知をしたとき。 

（２）本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。 

（３）継続して２年以上会費を滞納したとき。 

（４）街道交流会が会員として不適当と役員会が判断したとき。 

（平成 22年 5月 29日追加） 

（退 会） 

第７条 会員で退会しようとする者は、通知をもって任意に退会することがで

きる。なお、既納の年会費については返還しないものとする。 

（平成 22年 5月 29日追加） 

（役 員） 

第８条 街道交流会に次の役員を置く。 

（１）会 長   １名 

（２）副会長   若干名 

（３）幹 事   若干名 

（４）会 計   若干名 

（５）監 査   若干名 

 ２ 前項の役員は、総会において正会員の中から選出する。 

（役員の任務） 

第９条 会長は、街道交流会を代表し、会務を総理する。 

 ２ 副会長は、会長を補佐する。なお、必要な場合は、幹事会の承認を得て、

会長の職務を代理する。 

３ 幹事は、街道交流会の事業促進に必要な業務を執行する。 

４ 会計は、街道交流会の金銭の出納を記録、計算、管理する。 

５ 監査は、街道交流会の会計を監査する。 

（役員の任期） 

第１０条 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

（総 会） 

第１１条 総会は正会員で構成し、次の事項を決議する。 

（１）事業計画に関する事項 

（２）予算および決算に関する事項 

（３）規約の変更に関する事項 

（４）その他、会長が認める事項 
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２ 総会は毎年１回会計年度終了後に、臨時総会は必要に応じて開催する。 

 ３ 総会は、会長が招集する。 

（役員会） 

第１２条 役員会は、会長、副会長及び事務局で構成し、この規約で会長が定

める事項および幹事会で決定した事項について協議する。 

 ２ 役員会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 会長が、緊急性を要する場合など特に必要と認めるときは、持ち回り及

び電子媒体を用いて開催することができる。 

（第３項：平成 23年 6月 4日追加） 

（幹事会） 

第１３条 幹事会は、役員及び事務局で構成し、街道交流会の活動に関する事

項及び総会に付議する事項を決定する 

 ２ 適切な幹事会の運営のため、会員の中から会長が指名するものを幹事会

に出席させることが出来る。 

 ３ 幹事会は、必要に応じて会長が招集する。 

４  会長が、緊急性を要する場合など特に必要と認めるときは、持ち回り及

び電子媒体を用いて開催することができる。 

（第４項：平成 23年 6月 4日追加） 

（専門部会） 

第１４条 幹事会は、必要に応じ、専門的な調査研究などを行う専門部会を複

数置くことができる。 

（経 費） 

第１５条 街道交流会の活動に要する費用は、会費、協賛金、分担金、その他

の収入をもって充てる。 

２ 街道交流会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終

わる。 

（予算および決算） 

第１６条 街道交流会の予算および決算は総会において承認を得なければな

らない。 

（事務局） 

第１７条 街道交流会に事務局を置く。 

 ２ 事務局についての必要な事項は、別に会長が定める。 
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（その他） 

第１８条 この規約に定めるもののほか、街道交流会の活動に必要な事項は、

幹事会の議を経て、会長がこれを定める。 

 

附 則 

１ この規約は、平成１９年５月３日から施行する。 

２  この街道交流会の設立当初の役員は、別表に揚げる者とする。 

３ 設立当初の役員の任期は、平成２１年３月３１日までの会計年度終了後

最初の総会までとする。 

４ この街道交流会の設立当初の事業計画は、この規約の定めにかかわらず、

設立総会の定めるところによるものとする。 

５ この街道交流会の設立当初の収支予算は、この規約の定めにかかわら

ず、役員会の協議を経て、会長の定めるところによるものとする。 

６ この街道交流会の設立当初の事業年度は、第１３条第２項の規定にかか

わらず、成立の日から平成２０年３月３１日までとする。 

７ 街道交流会の設立当初の年会費は、次に掲げる額とする。 

   （１）正会員（個人）     ３，０００円 

   （２）正会員（団体）    １０，０００円 

（３）賛助会員及びその他会員  会長が定める額 

 

附 則 

平成２２年５月２９日 一部改正（第６・７条：追加、第８条以降：条番号

ふり直し） 

平成２３年６月 ４日 一部改正（第１２条第３項・第１３条第４項：追加） 
 


